



















































































































































は，ヴィオレ = ル = デュクからボイトの論
へと流れつつも，その歴史の複雑さとオリジ
ナルの不明確さ故にさまざまな変化を経てき
た。アルハンブラは造営時の姿をとどめてい
ると考えられがちだが，実際は先述したよう
な修復や改築が重ねられてきたのである。国
内外から多くの訪問者を集め続ける遺産であ
るだけに，その「修復」の歴史はより確実に
把握されるべきであろう。
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